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須
賀
川
市
は
、昭
和
29
年
3
月
31

日
、
岩
瀬
郡
須
賀
川
町
、
浜
田
村
、

西
袋
村
、稲
田
村
と
石
川
郡
小
塩
江

村
の
１
町
４
カ
村
が
合
併
し
、市
制

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、平
成
26
年

3
月
30
日
を
も
っ
て
還
暦（
満
60
歳
）

を
迎
え
ま
し
た
。

　
3
月
28
日
に「
市
制
施
行
60
周
年

記
念
式
典
」
を
行
い
、
こ
の
晴
れ
の

日
を
祝
う
た
め
に
、約
８
０
０
人
が

文
化
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
び
ま
し

た
。
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
、
受
付
、
会
場
案
内
、
司
会

進
行
、手
話
や
呈て
い

茶ち
ゃ
な
ど
に
協
力
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、相
楽
新
平
元
市
長
を

は
じ
め
、過
去
10
年
の
市
勢
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
94
の
個
人
・
団
体
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、松
明
太
鼓
小
若
組
と
シ
ニ

ア
チ
ー
ム
が
演
奏
を
披
露
し
、式
典

を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、平
成
6
年
に

誕
生
し
て
20
歳
と
な
っ
た
ボ
ー
タ
ン

に
、感
謝
と
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
祈

念
し
て
橋
本
市
長
か
ら
成
人
証
書
が

　

10
月
18
日「
円
谷
幸
吉
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
」
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
展
示
内
容
を
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
沿
っ
た
内
容
と

し「
円
谷
幸
吉
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
円

谷
幸
吉
へ
」「
人
間 

円
谷
幸
吉
」「
ア

ス
リ
ー
ト
円
谷
が
残
し
た
も
の 

そ

し
て
未
来
へ
」の
3
つ
の
コ
ー
ナ
ー

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
年
は
25
の
記
念
事
業
が
行
わ

れ
、中
で
も
市
制
施
行
60
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
で
企
画
し
た
長
沼

と
岩
瀬
の
名
所
を
巡
る
ウ
オ
ー
ク
ラ

リ
ー
や
、市
民
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
の

写
真
を
組
み
合
わ
せ
須
賀
川
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
は
、

皆
さ
ん
の
思
い
出
に
残
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

を
設
け
、そ
の
中
で
円
谷
幸
吉
選
手

が
活
躍
し
た
１
９
６
４
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
円
谷
幸
吉
選
手
の
関
係
者
や
、陸

上
競
技
関
係
者
の
ほ
か
、多
く
の
市

民
が
訪
れ
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

市
民
と
と
も
に
還
暦
を
お
祝
い

市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

市民の皆さんと市制施行 60 周年をお祝い

1964 年の東京オリンピック男子マラソン ハンガリー代表のシュトー・ヨーゼフ
さんも来館した円谷幸吉メモリアルホール

みんなで作ろうモザイクアート（10 月12 日開催）

各種スポーツ大会の会場として多くの市民に利用されています

　
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
事

業
と
し
て
、旧
並
木
町
体
育
館
跡
地

に
建
設
を
進
め
て
い
た「
須
賀
川
市

中
央
体
育
館
」
が
完
成
し
、
７
月
11

日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
須
賀
川
市
中
央
体
育
館
」
の
名

称
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
よ
う
公
募
し
、応
募
総
数
95
件
の

中
か
ら
採
用
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
延
べ
床
面
積
は
、

１
８
８
４
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、そ
の

内
ア
リ
ー
ナ
面
積
は
１
０
２
０
平
方

メ
ー
ト
ル
で
す
。
こ
れ
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト
が
２
面
取
れ
る
広

さ
で
、ほ
か
に
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
屋
内
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

環
境
に
優
し
い
太
陽
光
発
電
設

備
と
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、防
災
施

設
と
し
て
の
機
能
も
兼
ね
備
え
て

い
ま
す
。

栄
光
の
メ
ダ
リ
ス
ト
の
軌
跡

市
民
の
健
康
を
増
進

円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

市
中
央
体
育
館
が

オ
ー
プ
ン

 平成26年の主な出来事

1月 原付バイク用のウルトラマン
ナンバーを交付

2 月 芭蕉記念館が
本町地内に移転（写真①）

3 月 市制施行 60 周年記念式典

市中心市街地活性化基本計
画が国の認定を受ける

4 月 防災行政無線を開局
市内全域 197 カ所に設置

出生届、転入届を提出した人
に、ウルトラの父からのメッ
セージカードの贈呈を開始

7 月 翠ヶ丘公園わんぱく広場が
リニューアルオープン

（写真②）

　 市中央体育館がオープン（写真③）

8 月 水道お客さまセンターを開設

　 市教育委員会所管のバス「ぼ
たん号」「牡丹エンゼル号」
にウルトラマンのラッピング
を施し、運行を開始（写真④）

9 月 市制施行 60 周年記念まちづ
くりシンポジウム「イメージ
アップ戦略によるまちづくり」

10 月 市公式フェイスブックページ、
ボータンフェイスブックペー
ジを開設

　 第三中学校 60 周年記念式典

　 円谷幸吉メモリアルホールが
リニューアルオープン
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10
月
30
日「
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と「
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」は
市
の
人
口

の
現
状
分
析
と
将
来
展
望
を
踏
ま
え

た
、目
指
す
べ
き
目
標
人
口
を
示
し

た
も
の
で
す
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
対

象
期
間
は
、国
と
合
わ
せ
２
０
６
０

年
ま
で
と
し
、東
日
本
大
震
災
の
影

響
を
考
慮
し
な
が
ら
人
口
を
推
計
し

ま
し
た
。
２
０
４
０
年
で
人
口
７
万

人
、
２
０
６
０
年
で
人
口
６
万
人
の

維
持
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」は「
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」に
示
し
た
目
標
人
口
の
維
持
を

具
体
的
に
進
め
て
い
く
た
め
策
定
し

ま
し
た
。
総
合
戦
略
は
、
２
０
１
５

年
度
か
ら
２
０
１
９
年
度
ま
で
の
５

カ
年
で
、4
つ
の
基
本
と
な
る
柱
ご

と
に
基
本
目
標
と
基
本
的
方
向
、施

策
戦
略
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、人
口
減
少
の

抑
制
に
努
め
な
が
ら
、地
域
経
済
の

　
平
成
22
年
度
か
ら
整
備
を
続
け
て

き
た「
山
寺
池
公
園
」が
完
成
し
、４

月
２
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、西
袋
第
一

小
学
校
の
6
年
生
に
よ
る
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、山
寺
池
公
園
の

完
成
を
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か

し
、緊
急
用
耐
震
性
飲
料
水
貯
水
槽

活
性
化
、持
続
的
か
つ
安
定
的
な
地

域
社
会
の
維
持
・
発
展
に
向
け
て
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
進
め「
将
来
と
も
子
ど
も

た
ち
が
住
ん
で
良
か
っ
た
、住
ん
で

み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」を

目
指
し
て
い
ま
す
。

を
四あ
ず
ま
や阿
の
地
下
に
設
置
し
、断
水
時

の
給
水
所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、防
災

備
蓄
倉
庫
の
設
置
や
、災
害
時
対
応

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、か
ま
ど
ベ
ン

チ
、
１
万
２
千
８
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
多
目
的
広
場
な
ど
を
整
備
し
、

災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
の

機
能
も
確
保
し
ま
し
た
。

住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
へ

「
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

山寺池公園グランドオープンセレモニー

相楽新平元市長に感謝状を贈呈

　

平
成
17
年
4
月
1
日
に
須
賀
川

市
、
長
沼
町
、
岩
瀬
村
の
3
市
町
村

が
合
併
し
て
か
ら
10
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
、
3
月
26
日
に「
市
合

併
10
周
年
記
念
式
典
」を
行
い
ま
し

た
。
式
典
に
は
、約
４
０
０
人
が
出

席
し
、こ
の
記
念
す
べ
き
日
が
迎
え

ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
橋
本
克
也
市
長
が
、平
成
18
年
の

ふ
く
し
ま
駅
伝
で
の
初
優
勝
、東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
な
ど
に
触

れ「
合
併
し
て
良
か
っ
た
、
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
と
も
に
進
め

る
」と
、式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、相
楽
新
平
元
市
長
を
は
じ

め
、
3
市
町
村
の
合
併
と
3
地
域

の
一
体
感
の
醸
成
に
尽
力
さ
れ
た

１
７
２
人
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
を

贈
呈
し
た
ほ
か
、松
明
太
鼓
の
演
奏

や
、子
ど
も
た
ち
に
よ
る
合
唱
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

青
空
の
下
、
拍
手
に
包
ま
れ
て

3
地
域
の
一
体
感
を
再
認
識

山
寺
池
公
園
が
完
成

市
合
併
10
周
年
記
念
式
典

 平成27年の主な出来事

3 月 ウルトラヒーローのモニュメン
トを松明通りに設置（写真①）

災害公営住宅「馬町団地」の
入居開始

市合併 10 周年記念式典

4 月 長沼東部コミュニティセン
ターがオープン

山寺池公園グランドオープン
セレモニー

藤沼温泉「やまゆり荘」が営
業を再開（写真②）

5 月 福島レッドホープスの公式戦
が、いわせグリーン球場で開催

（写真③）

6 月 いわせ悠久の里「花の杜」第
1 回植樹祭

秋篠宮皇嗣同妃両殿下が本市
を御視察（写真④）

7 月 災害公営住宅「東町団地」の
入居開始

8 月 市議会議員一般選挙

須賀川一小児童クラブ館が開
館

10 月 長沼中学校統合 50 周年・新
校舎落成記念式典

「市人口ビジョン」「市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」を策定

11月 ウルトラヒーローのモニュメント
を松明通りに新たに 4 体設置
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３
月
19
日
、円
谷
選
手
の
偉
業
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、次
世
代
へ
伝

え
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
機
運
を
高
め

る
た
め「
円
谷
幸
吉
と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク 

メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
日
本
長
距
離
界
を
リ
ー
ド
し
た
瀬

古
利
彦
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
に
加

え
、円
谷
選
手
の
盟
友
で
メ
キ
シ
コ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
君

原
健
二
さ
ん
、バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
・
ア
ト
ラ
ン

タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の

有
森
裕
子
さ
ん
ら
を
交
え
て
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
円
谷
選
手
と
の
交
流
や
功
績
を
称

え
る
話
の
ほ
か
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
競
技
の
日
本
代
表
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
お
話
が
聞
け
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

選手たちの思いが生の声で届けられたシンポジウム

図書館ボランティアの皆さんに感謝状を贈呈した記念式典

　
大
正
４
年
に
須
賀
川
町
立
図
書
館

と
し
て
誕
生
し
た
市
図
書
館
は
、開

館
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
２

月
20
日
、市
図
書
館
開
館
１
０
０
周

年
記
念
式
典
を
行
い
、こ
れ
ま
で
図

書
館
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

や
、図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た「
二
人
の
円
谷
が
見
上
げ
た

須
賀
川
の
空
」と
題
し
て
、小
説
家 

・

増
山
実
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　

記
録
が
残
る
大
正
７
年
の
蔵
書

数
は
７
１
９
冊
、閲
覧
者
１
４
２
８

人
で
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
移
転

後
、
令
和
4
年
度
の
蔵
書
数
は
約

25
万
冊
、貸
し
出
し
冊
数
は
約
33
万

冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
4
年
10

月
か
ら
は
電
子
図
書
館
も
ス
タ
ー
ト

し
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る

図
書
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
ダ
リ
ス
ト
の
偉
業
を
次
世
代
へ

円
谷
幸
吉
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 平成28年の主な出来事

1月 マイナンバーカードの交付が
始まる

2 月 市図書館開館 100 周年記念
式典

3 月 円谷幸吉とオリンピックメモ
リアルシンポジウム

災害公営住宅「弘法坦団地」
「山寺北団地」の入居開始。
（「馬町団地」と「東町団地」
を含めた全 100 戸の整備が
完了）

4 月 大東こども園が開園

熊本地震の被災地に職員を
派遣（写真①）

5 月 牡丹園発祥250 年記念式典

7 月 橋本克也氏が市長無投票当選
（３期目）（写真②）

9 月 吉田信一選手がリオデジャネ
イロパラリンピック車いす卓
球競技に出場（写真③）

10 月 秩父宮記念スポーツ博物館
須賀川市巡回展

藤沼湖の湖底を歩く会
（写真④）

11月 ウルトラヒーローのモニュメ
ントを公立岩瀬病院前の通り
に新たに 3 体設置

市 民 交 流 センター の 愛 称
「tette」を発表
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二
〇
一
六
年

平
成
28
年

悠
久
の
時
を
経
て
咲
き
誇
る

牡
丹
園
発
祥
２
５
０
年

　

須
賀
川
牡
丹
園
は
発
祥
か
ら

２
５
０
年
を
迎
え
、
５
月
11
日
、
牡

丹
園
発
祥
２
５
０
年
記
念
式
典
を

行
い
ま
し
た
。
樹
齢
２
０
０
年
を

超
え
る
貴
重
な
在
来
古
木
の
牡
丹

が
今
も
美
し
く
咲
き
、
２
９
０
種
・

７
０
０
0
株
の
牡
丹
が
訪
れ
る
人
た

ち
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　
牡
丹
園
は
、明
和
３
（
１
７
６
６
）

年
、須
賀
川
の
薬
種
商
・
伊い

藤と
う

祐ゆ
う
倫り
ん

が
、
薬
用
と
し
て
摂せ
っ
つ
の
く
に

津
国
山
本
村

（
現
在
の
兵
庫
県
宝
塚
市
）か
ら
、牡

丹
の
苗
木
を
持
ち
帰
り
栽
培
し
た
こ

と
が
始
ま
り
で
す
。

　

牡
丹
園
は
伊
藤
祐
倫
か
ら
綿
糸

商
・
柳や
ぎ

沼ぬ
ま

新し
ん

兵べ

衛え

に
譲
ら
れ
ま
す
。

牡
丹
園
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
人
物
が
、園
主
二
代
目
新

兵
衛
の
長
男
・
柳
沼
源
太
郎
で
す
。

源
太
郎
は
牡
丹
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

牡
丹
栽
培
に
励
み
、
昭
和
７
年
、
須

賀
川
の
牡
丹
園
は
、国
の
名
勝
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
俳
人
で
も
あ
っ
た
柳
沼

源
太
郎
が
、
親
し
い
俳
人
を
招
い
て

行
っ
た
牡
丹
の
古
木
の
焚た
き

火び

は
、
次

第
に
俳
人
だ
け
で
な
く
、歌
人
、文
人

も
集
う
よ
う
に
な
り「
牡
丹
焚
火
」と

し
て
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
牡
丹
焚
火
は
、
昭
和
53
年
、
講
談

社
発
行
の「
俳
句
歳
時
記
」
の
冬
の

季
語
と
し
て
収
し
ゅ
う
載さ
い
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、こ
の
牡
丹
焚
火
は
牡
丹
の
古
木

や
枯
れ
枝
を
焚
い
て
供
養
す
る
初
冬

の
風
物
詩
と
し
て
、毎
年
11
月
の
第

３
土
曜
日
に
牡
丹
園
内
の
設
立
記
念

碑
前
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、焚
か
れ
る
古
木
が
放
つ
香

り
が
ゆ
っ
く
り
と
漂
う
様
は
、
平

成
13
年
、
環
境
省
の「
か
お
り
風
景

１
０
０
選
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

蔵
書
数
は
開
館
時
の
３
４
８
倍
に

市
図
書
館
開
館

１
０
０
周
年
記
念
式
典

毎年訪れる人たちの目を楽しませてくれる須賀川牡丹園

余情的な雰囲気を醸し出す牡丹焚火
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「
奇
跡
の
あ
じ
さ
い
」と
は
、東
日

本
大
震
災
で
決
壊
し
た
藤
沼
湖
の
湖

底
を
歩
い
た
商
工
会
関
係
者
の
皆
さ

ん
が
、自
生
す
る
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
を

発
見
し
命
名
し
た
も
の
で
す
。

　
奇
跡
の
あ
じ
さ
い
を
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
に
位
置
付
け
、全
国
か
ら
里
親

を
募
集
し
、株
分
け
さ
れ
た
奇
跡
の

あ
じ
さ
い
は
、
北
は
北
海
道
、
南
は

沖
縄
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。

　
６
月
25
日
、藤
沼
湖
自
然
公
園
で

「
奇
跡
の
あ
じ
さ
い
植
樹
祭
」が
行
わ

れ
、全
国
の
里
親
に
育
て
ら
れ
た
奇

跡
の
あ
じ
さ
い
が
故
郷
の
本
市
に
戻

り
、大
切
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
植

樹
祭
に
は
地
元
の
人
た
ち
に
加
え
て

全
国
か
ら
も
集
ま
り
、約
１
０
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。植
樹
の
ほ
か
、

長
沼
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
合
唱
を

披
露
し
、復
興
へ
の
思
い
を
伝
え
ま

し
た
。

復興への思いを込めた「奇跡のあじさい植樹祭」

安心して子育てできる環境へ

　
４
月
か
ら
、市
内
在
住
の
５
歳
児

に
対
し
、公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
全

て
の
保
育
所
・
こ
ど
も
園
の
保
育

料
、幼
稚
園
の
授
業
料
を
無
償
化
し

ま
し
た
。

　
全
て
の
５
歳
児
が
等
し
く
幼
児
教

育
・
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、５
歳
児

か
ら
中
学
校
ま
で
の
10
年
間
を
義
務

教
育
と
捉
え
た
、幼
小
中
の
連
携
を

推
進
し
ま
し
た
。

　
５
歳
児
の
保
育
料
・
授
業
料
の
無

償
化
は
、平
成
21
年
度
か
ら
開
始
し

た「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」（
小

学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

を
無
料
化
）
と
併
せ
て
、
子
育
て
中

の
家
庭
へ
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
や

子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整

備
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
と
つ
な
い
だ
絆

奇
跡
の
あ
じ
さ
い
植
樹
祭

 平成29年の主な出来事

1月 藤沼ダムで試験湛
たん

水開始

3 月 市総合計画策定条例を制定

新庁舎落成式

4 月 ５歳児の保育料・授業料を無償化

第三西袋児童クラブ館が開館

市立白鳩保育園が公私連携
型保育所に移行

「須賀川市史第8巻現代4」を発行

藤沼ダム農業用水の供給再開

国道 118 号松塚バイパスが
開通（写真①）

5 月 新庁舎が開庁

市役所窓口でパスポート交付を開始

市消防団が第 11回東北水防技術競
技大会で最優秀賞を受賞（写真②）

6 月 市消防団初の女性消防団員に辞令交付

都市計画道路須賀川駅並木
町線本町工区竣工式

奇跡のあじさい植樹祭

10 月 東西循環バスの土曜日運行を
開始（写真③）

第一中学校創立 70 周年記念式典

西袋中学校創立 70 周年記念式典

11月 イタリアのファーラ・フィリ
オールム・ペトリ市の副市長
が来庁（写真④）

第二小学校新校舎落成・創立
110 周年記念式典
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二
〇
一
七
年

平
成
29
年

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
完
成

新
庁
舎
落
成
式

　
３
月
30
日
、東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
庁
舎
の
再
建
を
進
め
て
い
た

新
庁
舎
の
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
１
階「
み
ん
な
の
ス
ク

エ
ア
」
で
、
関
係
者
や
来
賓
な
ど
約

１
５
０
人
が
出
席
し
、橋
本
克
也
市

長
か
ら
施
工
業
者
４
社
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、第
二
中
学

校
合
唱
部
の
皆
さ
ん
が
美
し
い
歌
声

を
披
露
。
歌
声
が
新
庁
舎
内
に
大
き

く
響
き
渡
り
、
本
市
の
復
興
は
、
子

ど
も
た
ち
の
限
り
な
い
未
来
と
と
も

に
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　
４
月
８
日
・
９
日
に
は
、市
民
を

対
象
に
し
た
内
覧
会
を
行
い
、
約

７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
皆
さ
ん
は
、ウ
ル
ト
ラ
窓
口
や

各
フ
ロ
ア
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
見

学
。
新
庁
舎
へ
、市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
５
月
８
日
、つ
い
に
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
、新
庁
舎
が
開

庁
し
ま
し
た
。
新
庁
舎
で
は
１
階
に

各
種
窓
口
を
集
約
し
、新
た
に
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
総
合

案
内
）や
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
を
配
置
。

利
用
し
や
す
い
庁
舎
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
の
完
成
は
、復
興
か
ら
発

展
、
そ
し
て
、「
選
ば
れ
る
ま
ち 

す

か
が
わ
」
の
実
現
に
向
け
た
、
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

市民を対象にした新庁舎の内覧会

笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
へ

５
歳
児
の
保
育
料
・

授
業
料
を
無
償
化

第二中学校合唱部の皆さんが美しい歌声を披露した新庁舎落成式
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４
３
０
余
年
前
の
悲
運
を
偲し
の

ぶ

本
市
の
伝
統
行
事「
松
明
あ
か
し
」。

長
さ
10
メ
ー
ト
ル
、重
さ
3
トン
も
の

大
松
明
を
若
衆
が
担
い
で
街
中
を
練

り
歩
き
、五
老
山
に
建
て
ら
れ
た
松

明
の
炎
が
、松
明
太
鼓
の
と
ど
ろ
き

に
揺
れ
な
が
ら
天
を
焦
が
し
ま
す
。

　

そ
の
松
明
あ
か
し
は
、
角
川
書

店
が
発
行
し
た「
俳
句
歳
時
記
第
五

版
・
冬
」
に
新
た
に
収し
ゅ
う

載さ
い

さ
れ
、
冬

の
季
語
に
な
り
ま
し
た
。
桔き
っ

槹こ
う

吟ぎ
ん

社し
ゃ

を
は
じ
め
、俳
句
関
係
者
の
永
年
に

わ
た
る
尽
力
に
よ
り
実
現
し
た
も
の

で
す
。

　

俳
句
歳
時
記
に
収
載
さ
れ
る
の

は
、
県
内
の
行
事
な
ど
で
は「
野
馬

追
」と
本
市
の「
牡
丹
焚
火
」に
続
き

三
つ
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
年
に
は
、松
明
あ
か
し
の
俳
句

歳
時
記
収
載
を
記
念
し
、翠
ヶ
丘
公

園
内
に
江
持
石
製
の
高
さ
約
2
メ
ー

ト
ル
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。

　
松
明
あ
か
し
の
俳
句
歳
時
記
の
収

載
は
、 

市
の
俳
句
文
化
が
更
に
発
展

す
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

冬の季語となった松明あかし

市民活動の拠点となった中央公民館

公
民
館
の
閉
館
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、

利
用
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品

展
示
な
ど
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、中
央
公
民
館
壁
面
へ
の

寄
せ
書
き
に
は
、利
用
者
の
皆
さ
ん

か
ら
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
、中
央
公
民
館
で
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
想
い
は
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
行
事
を
通
し
て
俳
句
文
化
を
普
及

「
松
明
あ
か
し
」
が
冬
の
季
語
と
し
て
俳
句
歳
時
記
に
収
載

 平成30年の主な出来事

1月 中学生による模擬議会を初開
催（写真①）

3 月 南部地区都市再生整備計画が
地方再生モデル都市に選定

4 月 市第８次総合計画「まちづくり
ビジョン２０１８」がスタート

子育て世代包括支援センター
「てくてく」がスタート

大黒池防災公園オープニング
セレモニー（写真②）

小中一貫教育校稲田学園が
開校

7 月 大阪北部地震の被災地（豊中
市）へ職員を派遣

在宅医療・介護連携拠点セン
ターを開設

8 月 市民交流センター落成式

須賀川二小児童クラブ館が開館

9 月 ムシテックワールドの来館者
が１００万人を突破（写真③）

10 月 山寺土地区画整理事業竣工式

全日本合唱コンクールで第二
中学校が金賞を受賞（写真④）

11月 第二中学校創立 70 周年記念式典

「松明あかし」が冬の季語と
して俳句歳時記に収載

12 月 中央公民館が閉館
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二
〇
一
八
年

平
成
30
年

あ
ら
ゆ
る
人
に
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
へ

市
第
８
次
総
合
計
画「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
１
８
」が
ス
タ
ー
ト

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
社
会
の
進

行
、大
規
模
自
然
災
害
へ
の
危
機
管

理
意
識
の
高
揚
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
な

ど
、
社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
、
4

月
1
日
、ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
市
第
8
次
総
合
計
画「
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
８
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
第
8
次
総
合
計
画
で
は
、将
来
都

市
像
を「
選
ば
れ
る
ま
ち
へ 

と
も
に

歩
む
自
治
都
市 

す
か
が
わ
」と
し
ま

し
た
。協
働
の
理
念
を
基
本
に
据
え
、

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た「
市

民
自
治
の
精
神
」
を
受
け
継
ぎ
、
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り「
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
」を
醸
成
し
な
が
ら「
と

も
に
歩
む
自
治
都
市
」
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
人
に「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
ま
す
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、市
内
9
カ

所
で
の
地
域
懇
談
会
や
岩
瀬
管
内
5

つ
の
高
校
で「
高
校
生
の
須
賀
川
創

生
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
て
、

意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
よ
り
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
幅

広
く
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
は
、ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
な
指
針
で
あ
り
、市
政
経
営
の

基
本
方
針
と
な
る
こ
と
か
ら
、市
の

最
上
位
計
画
と
し
て
明
確
に
位
置
付

け
る
た
め
、
平
成
29
年
3
月
に「
須

賀
川
市
総
合
計
画
策
定
条
例
」を
制

定
し
ま
し
た
。第
８
次
総
合
計
画
は
、

こ
の
条
例
に
基
づ
く
初
め
て
の
計
画

と
な
り
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
が
、市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
に
機
能
を
移
転
す
る
た
め
、12

月
28
日
を
も
っ
て
、
閉
館
し
ま
し

た
。

　
46
年
間
、延
べ
約
２
０
０
万
人
以

上
に
利
用
さ
れ
て
き
た
中
央
公
民
館

は
、本
市
の
市
民
活
動
の
拠
点
と
し

て
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

　
閉
館
を
前
に
、
12
月
8
日
、
中
央

46
年
の
歴
史
に
幕

中
央
公
民
館
が
閉
館

希望に満ちた魅力あるまちづくりを目指しました




